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１
８
７
６
年
３
月
８
日
、
25
歳
の
若
き
英

国
人
科
学
者
が
明
治
政
府
の
招
聘
で
日
本
に

や
っ
て
来
た
。
政
府
の
役
人
に
迎
え
ら
れ
、

案
内
さ
れ
た
日
本
家
屋
で
眠
り
に
つ
こ
う
と

し
た
時
、
彼
を
突
然
襲
っ
た
の
は
「
ぐ
ら
ぐ

ら
っ
」
と
い
う
不
気
味
な
揺
れ
。
床
に
へ
た

り
込
み
、
し
ば
ら
く
は
口
も
き
く
こ
と
も
で

き
な
か
っ
た
。
こ
の
英
国
人
こ
そ
が
、「
日
本

地
震
学
の
父
」
に
し
て
「
西
欧
地
震
学
の
祖
」

と
言
わ
れ
る
ジ
ョ
ン
・
ミ
ル
ン
だ
。

　

や
が
て
正
気
を
取
り
戻
し
た
時
、
ミ
ル
ン

の
頭
の
中
に
様
々
な
疑
問
が
浮
か
ん
で
き
た
。

あ
の
不
思
議
な
現
象
は
何
な
の
か
？ 

あ
れ
だ

け
の
揺
れ
が
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
？ 

な
ぜ
日

本
に
起
こ
っ
て
、
英
国
に
は
起
こ
ら
な
い
の

か
？ 

持
ち
前
の
探
究
心
が
刺
激
さ
れ
た
ミ
ル

ン
は
、
こ
の
不
思
議
な
「
揺
れ
」
に
大
い
に

興
味
を
覚
え
た
の
だ
っ
た
―
―
。

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
極
東
の
地
へ

　

ジ
ョ
ン
・
ミ
ル
ン
は
１
８
５
０
年
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
両
親
の
も
と
、
リ
ヴ
ァ

プ
ー
ル
で
生
ま
れ
、
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
の
ロ
ッ

チ
デ
ー
ル
に
て
育
っ
た
。
子
供
の
頃
か
ら

『
知
り
た
が
り
屋
』
で
、
い
つ
も
周
り
の
大
人

を
質
問
攻
め
に
し
て
い
た
少
年
だ
っ
た
。

　

や
が
て
一
家
は
ロ
ン
ド
ン
に
移
り
、
17
歳

に
な
っ
た
ミ
ル
ン
は
ロ
ン
ド
ン
大
学
キ
ン
グ

ス･

カ
レ
ッ
ジ
の
応
用
科
学
部
に
入
学
。
数

学
、
機
械
学
、
地
質
学
、
鉱
山
学
等
を
学

び
、
さ
ら
に
王
立
鉱
山
学
専
門
大
学
に
進
ん

で
地
質
学
と
鉱
山
学
を
極
め
た
。
積
極
的
に

実
地
調
査
を
行
い
、
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
や
コ
ー

ン
ウ
ォ
ー
ル
、
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
鉱

山
を
回
っ
た
。
そ
し
て
23
歳
に
な
る
頃
に
は
、

地
質
学
と
鉱
山
学
の
分
野
で
頭
角
を
現
す
よ

う
に
な
っ
た
。

　

学
位
と
現
場
経
験
の
両
方
を
持
ち
合
わ
せ

た
ミ
ル
ン
は
、
就
職
に
も
困
ら
な
か
っ
た
。

１
８
７
３
年
、
サ
イ
ラ
ス
・
フ
ィ
ー
ル
ド
社

に
鉱
山
技
師
と
し
て
雇
わ
れ
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ

ン
ド
ラ
ン
ド
島
（
現
在
は
カ
ナ
ダ
の
一
部
）

で
石
炭
と
鉱
物
資
源
の
発
掘
調
査
に
取
り
組

ん
だ
。
そ
し
て
島
の
岩
石
の
種
類
や
構
造
を

論
文
に
ま
と
め
、
地
理
学
会
誌
に
発
表
。
氷

河
に
も
興
味
を
持
ち
、
氷
と
岩
石
の
相
互
作

用
に
つ
い
て
の
調
査
も
行
っ
て
い
る
。
そ
の

後
も
有
望
な
若
手
地
質
学
者
・
鉱
山
学
者
と

し
て
引
っ
張
り
だ
こ
だ
っ
た
。

　

１
８
７
５
年
、
ミ
ル
ン
の
も
と
に
意
外
な

雇
い
主
か
ら
の
仕
事
が
舞
い
込
ん
だ
。
日
本

政
府
が
新
設
し
た
工
部
大
学
校
の
地
質
学
・

鉱
山
学
教
授
職
へ
の
招
聘
で
、
近
代
化
を
目

指
す
明
治
政
府
の
い
わ
ゆ
る
「
お
雇
い
外
国

人
」
政
策
の
一
環
だ
っ
た
。
ミ
ル
ン
は
極
東

の
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
島
国
・
日
本
で
働
け
る

こ
と
を
喜
び
、
す
ぐ
に
承
諾
し
た
。

　

日
本
ま
で
の
旅
路
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。

船
酔
い
を
す
る
ミ
ル
ン
は
船
旅
を
嫌
い
、
周

囲
の
猛
反
対
を
押
し
切
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ロ
シ
ア
、
シ
ベ
リ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
そ
し
て
中

国
へ
と
至
る
陸
路
を
選
択
。
し
か
し
ミ
ル
ン

に
と
っ
て
こ
の
旅
程
は
、
足
を
踏
み
入
れ
た

こ
と
の
な
い
地
域
で
地
質
学
の
研
究
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
る
最
高
の
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
。

壮
大
な
旅
は
全
行
程
に
11
ヵ
月
を
要
し
た
。

貪
欲
に
火
山
を
調
査

　

工
部
大
学
校
の
環
境
は
、
ミ
ル
ン
に
と
っ

て
非
常
に
働
き
や
す
い
も
の
だ
っ
た
。
学
長

は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
で
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学

出
身
の
技
師
だ
っ
た
し
、
同
僚
に
は
英
国
で

す
で
に
顔
な
じ
み
で
あ
っ
た
教
授
も
い
た
。

外
国
人
教
員
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
び
っ
し
り

詰
ま
っ
て
い
た
が
、
若
い
ミ
ル
ン
教
授
は
活

力
に
満
ち
、
高
い
評
判
を
築
い
て
い
っ
た
。

豊
富
な
知
識
と
内
容
の
濃
い
授
業
で
学
生
を

魅
了
し
、
研
究
活
動
に
も
余
念
が
な
く
、
教

材
が
不
十
分
だ
と
自
ら
教
科
書
を
つ
く
っ

た
。
特
に
結
晶
学
の
教
科
書
は
非
常
に
専
門

性
の
高
い
も
の
で
、
後
に
英
国
で
書
籍
と
し
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て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
時
間
の
許
す

限
り
実
地
調
査
に
出
掛
け
、
日
本
社
会
の
歴

史
、
火
山
と
地
震
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め

て
い
っ
た
。

　

１
８
７
６
年
に
伊
豆
大
島
の
三
原
山
が
噴

火
し
た
時
に
は
、
自
ら
の
身
の
危
険
を
心
配

す
る
よ
り
も
研
究
を
優
先
し
、「
貴
重
な
研
究

材
料
を
逃
す
ま
い
」
と
現
地
へ
急
行
。
噴
火

が
収
ま
っ
て
間
も
な
い
噴
火
口
に
近
づ
き
、

直
径
１
キ
ロ
、
高
さ
１
０
０
メ
ー
ト
ル
と
い

う
円
形
競
技
場
の
よ
う
な
噴
火
口
を
見
下
ろ

し
な
が
ら
、
注
意
深
く
調
べ
て
回
っ
た
。
こ

の
調
査
に
よ
り
、
ミ
ル
ン
は
火
山
の
生
成
過

程
に
関
す
る
知
識
を
深
め
、
同
時
に
こ
の
よ

う
な
噴
火
が
地
震
の
原
因
と
な
る
の
で
は
と

仮
説
を
立
て
て
い
る
。

　

こ
の
後
も
ミ
ル
ン
は
浅
間
山
、
千
島
列
島
、

富
士
山
を
含
め
、
日
本
中
の
50
の
火
山
に

登
っ
て
観
測
を
実
施
し
た
。
そ
し
て
総
合
的

な
研
究
の
結
果
、「
火
山
活
動
は
地
震
の
原
因

で
は
な
い
」
と
い
う
結
論
に
達
し
て
い
る
。

運
命
の
女
性
と
の
出
会
い

　

１
８
７
８
年
、
日
本
に
来
て
か
ら
２
年
目

の
あ
る
日
、
ミ
ル
ン
に
運
命
の
出
会
い
が
訪

れ
る
。
大
学
校
の
休
暇
を
利
用
し
た
探
検
旅

行
で
函
館
に
や
っ
て
来
た
ミ
ル
ン
は
、
ハ
ン

プ
シ
ャ
ー
出
身
の
自
然
学
者
ト
ー
マ
ス
・

ブ
ラ
キ
ス
ト
ン
と
知
り
合
い
意
気
投
合
。
ブ

ラ
キ
ス
ト
ン
は
日
本
の
鳥
類
学
の
基
礎
を
つ

く
っ
た
人
で
、
ミ
ル
ン
と
同
じ
く
学
者
と
し

て
の
名
声
を
求
め
る
よ
り
も
、
謎
を
解
き
知

識
を
深
め
る
こ
と
に
集
中
す
る
タ
イ
プ
の
学

者
だ
っ
た
。
こ
の
ブ

ラ
キ
ス
ト
ン
が
ミ
ル

ン
に
紹
介
し
た
日
本

人
女
性
が
、
堀
川
ト

ネ
で
あ
る
。

　

ト
ネ
は
１
８
６
０

年
、
函
館
山
の
願
乗

寺
（
今
の
西
本
願
寺

別
院
）
の
住
職
・
堀

川
乗
経
の
娘
と
し
て

生
ま
れ
た
。
日
本
は

そ
の
頃
、
桜
田
門
外

の
変
で
井
伊
大
老
の

暗
殺
が
起
き
、
幕
府

は
力
を
失
い
始
め
て
い
た
が
、
函
館
は
貿
易

港
と
し
て
栄
え
、
外
国
人
居
留
者
も
多
か
っ

た
。
ブ
ラ
キ
ス
ト
ン
も
そ
の
一
人
で
堀
川
家

の
近
所
に
住
ん
で
お
り
、
長
い
つ
き
あ
い
が

あ
っ
た
の
だ
。

　

ト
ネ
は
当
時
の
女
性
と
し
て
は
珍
し
く
、

「
女
性
の
身
で
も
男
性
同
様
に
夢
を
抱
い
て

生
き
た
い
」
と
志
す
先
進
的
な
人
物
だ
っ

た
。
外
国
や
英
語
に
強
い
興
味
を
持
っ
て
い

た
ト
ネ
は
、
ブ
ラ
キ
ス
ト
ン
の
勧
め
で
、
東

京
に
で
き
た
ば
か
り
の
開
拓
使
仮
学
校
女
学

校
で
英
語
を
学
ん
で
い
た
。
上
流
階
級
の
子

女
が
集
う
中
、
身
分
差
か
ら
辛
い
思
い
を
し

な
が
ら
も
必
死
に
勉
強
に
身
を
投
じ
て
い
た

が
、
幼
い
頃
か
ら
患
う
脳
の
病
気
（
詳
し
い

病
名
は
不
明
）
が
悪
化
し
、
夢
半
ば
で
函
館

へ
帰
郷
。
最
愛
の
父
も
突
然
亡
く
な
り
、
心

身
共
に
疲
れ
切
っ
て
い
た
彼
女
が
父
の
墓
参

り
に
行
っ
た
墓
地
で
出
会
っ
た
の
が
、
ブ
ラ

キ
ス
ト
ン
に
同
行
し
て
い
た
ミ
ル
ン
だ
っ
た
。

　

２
人
は
３
年
に
お
よ
ぶ
東
京
と
函
館
の
遠

距
離
恋
愛
の
末
、
１
８
８
１
年
に
結
婚
。
ト

ネ
は
日
本
の
文
献
の
英
訳
や
歴
史
の
調
査
な

ど
、
ミ
ル
ン
の
研
究
に
助
力
し
た
。

「
地
震
学
」
の
設
立
へ

　

世
界
的
に
神
話
や
迷
信
で
地
震
の
原
因
を

説
明
し
て
い
た
時
代
だ
っ
た
が
、
工
部
大
学

校
に
新
た
に
着
任
し
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ユ
ー

イ
ン
グ
と
ト
ー
マ
ス
・
グ
レ
イ
も
地
殻
運
動

に
強
い
関
心
を
寄
せ
、
ミ
ル
ン
と
３
人
で
研

究
に
没
頭
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

ミ
ル
ン
は
地
震
研
究
を
２
つ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
か
ら
行
っ
た
。
ひ
と
つ
は
正
確
な
デ
ー
タ

を
で
き
る
だ
け
多
く
集
め
る
こ
と
。
そ
の

ツ
ー
ル
と
し
て
、
地
震
の
頻
度
、
大
き
さ
、

波
動
の
幅
と
方
角
、
時
刻
を
記
録
す
る
こ
と

が
で
き
る
「
計
測
器
」
を
開
発
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
は
、
組
織
だ
っ
た
研
究
機
関
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
だ
っ
た
。
地
質
学
、
鉱
山
学

の
専
門
家
と
し
て
の
経
験
か
ら
、
新
し
い
科

学
を
学
問
分
野
と
し
て
設
立
す
る
に
は
、
専

門
家
集
団
が
情
報
交
換
し
共
同
研
究
で
き
る

場
が
必
須
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
て
い
た
の

だ
。

　

ミ
ル
ン
が
「
地
震
学
者
」
へ
完
全
に
移
行

し
た
の
は
１
８
８
０
年
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
五
・
五
の
横
浜
地
震
直
後
の
こ
と
で
あ
る
。

「
激
し
い
揺
れ
の
た
め
に
部
屋
の
中
を
歩
く
こ

と
も
で
き
な
か
っ
た
」
と
後
に
ミ
ル
ン
が
話

し
て
い
る
よ
う
に
大
地
震
だ
っ
た
が
、
部
屋

に
実
験
的
に
設
置
し
て
い
た
２
つ
の
「
水
平

振
子
の
計
測
器
」
が
、
大
ま
か
な
震
度
や
発

生
方
角
等
を
測
定
し
て
い
た
の
だ
。
よ
り
広

範
囲
の
地
震
の
デ
ー
タ
を
と
り
、
そ
れ
を
分

析
す
れ
ば
、
地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
で

き
る
と
ミ
ル
ン
は
確
信
し
た
。

　

最
初
の
全
国
調
査
は
人
海
戦
術
だ
っ
た
。

各
地
の
役
所
に
、
そ
の
地
域
で
年
間
平
均
何

度
地
震
が
起
こ
る
か
、
こ
れ
ま
で
起
こ
っ
た

地
震
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記
述
を
用
意
す
る

よ
う
に
依
頼
し
た
。
各
地
か
ら
多
数
の
回
答

が
あ
り
、
日
本
で
は
平
均
１
日
に
３
〜
４
回

の
揺
れ
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
さ
ら
に
、

ミ
ル
ン
は
葉
書
調
査
を
考
案
。
東
京
周
辺
の

町
や
村
に
依
頼
し
、
週
単
位
で
揺
れ
の
記
録

を
葉
書
に
書
き
留
め
返
信
し
て
も
ら
っ
た
の

だ
。
こ
の
結
果
、
揺
れ
の
ほ
と
ん
ど
が
東
ま

た
は
北
東
海
岸
線
か
ら
派
生
し
て
お
り
、
西

ま
た
は
南
西
海
岸
線
か
ら
の
も
の
が
ほ
ぼ
な

い
こ
と
が
判
明
。
こ
の
葉
書
調
査
は
そ
の
後
、

東
京
か
ら
約
７
０
０
キ
ロ
北
部
の
地
域
ま
で

拡
張
し
て
続
け
ら
れ
た
。

振
子
地
震
計
の
誕
生

　

実
験
や
葉
書
調
査
と
並
行
し
て
、
専
門

家
集
団
の
形
成
も
進
め
ら
れ
た
。
ミ
ル
ン
、

ユ
ー
イ
ン
グ
、
グ
レ
イ
が
中
心
に
な
っ
て

「
日
本
地
震
学
会
」
を
設
立
。
１
８
８
０
年
に

は
地
震
学
会
第
１
回
大
会
が
開
催
さ
れ
、
ミ

ル
ン
は
地
震
学
の
現
段
階
で
の
功
績
と
今
後

の
課
題
を
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
開
発
し

た
「
振
子
地
震
計
」
15
個
を
武
蔵
野
平
原
の

電
報
局
内
に
置
い
て
観
測
を
行
う
こ
と
も
発

表
し
た
。

　

こ
の
グ
レ
イ
と
ミ
ル
ン
が
共
同
開
発
し
た

地
震
計
は
「
グ
レ
イ
・
ミ
ル
ン
式
地
震
計
」

と
呼
ば
れ
た
。
当
時
の
地
震
計
が
ど
の
よ
う

に
機
能
し
た
か
と
い
う
と
、
地
球
が
震
動
を

起
こ
す
度
に
精
密
な
ガ
ラ
ス
の
針
が
作
動
し
、

回
転
ド
ラ
ム
に
巻
か
れ
た
、
黒
煙
で
色
付
け

さ
れ
た
感
度
の
高
い
紙
に
線
を
描
い
て
い

く
。
こ
れ
が
震
動
を
表
し
、
波
動
が
極
端
で

あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
大
き
な
地
震
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
。
グ
レ
イ
・
ミ
ル
ン
式
地
震
計

は
解
像
度
と
正
確
性
を
高
め
る
た
め
に
何
度

も
改
善
が
施
さ
れ
る
。
１
８
８
３
年
に
地
震

測
定
に
有
効
な
三
成
分
の
地
震
波
の
同
時
記

録
に
成
功
し
た
こ
と
か
ら
、
地
震
学
会
が
東

京
気
象
台
で
の
公
式
地
震
計
と
し
て
採
用
し

た
。
学
会
で
の
ミ
ル
ン
の
最
後
の
論
文
に
よ

る
と
、
グ
レ
イ
・
ミ
ル
ン
式
地
震
計
に
よ
り
、

１
８
８
５
〜
93
年
ま
で
の
間
に
８
３
３
１
の

地
震
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

地
震
学
会
が
１
８
９
２
年
に
解
散
す
る
ま

で
の
12
年
間
に
、
ミ
ル
ン
は
日
本
の
地
震
学

の
土
台
を
築
い
た
。
ち
な
み
に
「
地
震
」
と

い
う
言
葉
も
、
こ
の
頃
に
初
め
て
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
３
年
契
約

の
雇
わ
れ
外
国
人
と
し
て
来
日
し
た
は
ず
の

ミ
ル
ン
は
、
気
が
付
け
ば
９
回
目
の
春
を
東

京
で
迎
え
て
い
た
。　　
　
　
（
後
編
へ
続
く
）

　英語を学ぶために、難関の試験を突破して開拓史

仮学校女学校へ進んだものの、幼少期から患ってい

た病気が悪化し、志半ばに退学せざるを得なくなっ

たトネを待っていたのは、函館での「針のむしろ」

のような生活だった。

　学業の挫折に加え、病気持ちの女性に対する周り

からの冷たい目…。呉服屋の息子から縁談が舞い込

むも、「洋服を着せたらさぞ似合うだろう」という

のが見初めた理由であったと聞いたトネは、「女性

は着せかえ人形じゃない。私は飾り物じゃない。女

を自分の所有物とみなすような人は好きになれな

い」と縁談を断った。そんな「先進的」なトネは「や

はり脳の病だ」と誹謗中傷される毎日だった。

　そんな中での最大の理解者であった父の急死。人

生のどん底にいたトネは、函館の墓地でミルンと出

会い、瞬く間に恋に落ちた。遠距離ゆえに１年に２

度ほどしか会えなかったが、頻繁なラブレターのや

りとりが２人の気持ちを近付けた。

　３度目に会った時にトネは、ミルンに一生治らな

い病を持っていることを告白。それに対しミルンは

「あなたが受けた屈辱と悲哀の経験をもとに、より

広い視野で大きく物事を見ることが本当の勉強だ。

私は地震と火山の研究に夢中だ。あなたも英語の勉

強がしたいと言っていたね。２人でそんな生活を共

にしよう」とプロポーズした。翌年函館に来るはず

のミルンを待ちきれず、トネは単身東京に向かい、

霊南坂教会で挙式。ミルン 30歳、トネ 20歳だった。

婚姻届は後に渡英が決まってから出されたが、その

時にトネは英国での永住を覚悟し、函館に永遠の別

れを告げている。自分の意志で外国人との恋愛・結

婚を貫くトネには、病に悩む姿はもう見られず、強

く逞しい女性となっていた。

　トネは 34歳の時に、ミルンと共に渡英。ミルン

の研究生活を支えながら、各地からの訪問者の接待

に忙しい毎日を過ごした。ミルンの没後も６年間、

１人で英国に留まったが、体調を崩し 1920 年にミ

ルンの遺髪を携えて函館に帰郷。晩年はいつも「私

はミルンによって生き返ることができた女です」と

語っていたという。

ミルンによって撮影されたと思われる、妻のトネ。
© Carisbrooke Castle Museum

ミルン（右）とジェームズ・ユーイング。1900 ～ 13 年頃撮影。
© Carisbrooke Castle Museum


